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最新の研究で注目されている腸内細菌が

あなたのおなかの中にどのくらいの割合で生息しているのかを紹介します。
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コプリ菌

Prevotella copri

-

-

ビフィズス菌

Bifidobacterium

Lactobacillus

乳酸菌

Faecalibacterium

フィーカリ菌

抗菌作用や腸管出血性大腸菌O157の感染を抑える

腸管細胞に働きかけ腸内の異常な炎症を抑える

-

0.349%

-

-

女性ホルモンと考えられるエクオールを作り出す

Adlercreutzia equolifaciens

エクオール産生菌1

Eggerthella lenta

エクオール産生菌2
0.05%

0.03%

女性ホルモンと考えられるエクオールを作り出す

関節リウマチ患者で豊富に検出される細菌

-

-

-

14.59%

9.61%

0.27%

病原菌に対する抗菌作用を持ち整腸作用がある

菌種数の平均は高輪クリニックグループ

で行った全測定分より算出しております。

あなたの腸内細菌叢のバランスが平均的

な人と比べてどのような位置にあるかを

知ることができます。それによって、生

活スタイルを見直すきっかけを作ること

ができます。
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フィーカリ菌

Faecalibacterium

バランス調整菌として、便秘を改善する効果など腸内環境を整える機能を持

ちます。一部のビフィズス菌は食物繊維を分解することで酢酸を作り出すこ

とができます。酢酸は腸内のバリア機能を高めることで腸管出血性大腸菌

O157の毒性を抑える効果があります。

クローン病や潰瘍性大腸炎などの腸が炎症を起こしてしまう患者ではフィー

カリ菌が減少していることが知られています。また、最新の研究でフィーカ

リ菌が腸管組織の異常な炎症を抑えることが報告されています。

バランス調整菌として、腸内環境を整える効果が確認されています。腸管出

血性大腸菌、赤痢菌、サルモネラ菌、カンピロバクターなど様々な病原菌に

対する抗菌作用を持ちます。

乳酸菌

ビフィズス菌

Lactobacillus

Bifidobacterium

0.417% 0.013%

0.094% -

フラジリス菌

Bacteroides fragilis

アッカーマンシア菌

Akkermansia muciniphila

痩せ菌

Christensenellaceae

精神疾患のモデルマウスを用いた研究でフラジリス菌の存在によって脳に働

きかける化学物質が腸内細菌叢によって作り出され、症状が緩和されること

が明らかになっています。

痩せ型の人に多く、肥満の人に少ないことが知られています。マウスを用い

た研究でアッカーマンシア菌が体脂肪の増加を抑えることが明らかとなって

います。また、ある種のオリゴ糖を食べることによってアッカーマンシア菌

を増やすことができます。

痩せ型の人に豊富に存在することが知られている細菌です。最新の研究で痩

せ菌の一種であるミヌタ菌が存在することで、腸内細菌叢の構成が肥満型か

ら痩せ型に変化し、体脂肪率や体重が減少することが報告されています。

0.231% 0.273%

0.298% 0.002%

3.167% 14.589%

5.095% 9.605%

平均値 あなた菌種名 説明
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炎症を抑える腸管細胞に直接働きかけることで腸管組織の異常な炎症を抑え

る整腸作用をもちます。また、酪酸産生菌であることも知られており、腸内

で食物繊維を分解して整腸作用のある酪酸を作り出します。

ブチリカム菌

Clostridium butyricum

菌種名 説明

Slackia

isoflavoniconvertens

（エクオール産生菌）

Eggerthella sinensis

（エクオール産生菌）

Slackia equolifaciens

（エクオール産生菌）

エクオール産生菌は複数の種類がいることが確認されています。エクオール

産生菌は大豆などに多く含まれるイソフラボンをもとにしてエクオールとい

う物質を生み出すことができます。エクオールはエストロゲンというホルモ

ンと同様の効果を持つと考えられており、更年期障害を含むホルモンが関係

する病気を予防する効果が期待されています。

Adlercreutzia

equolifaciens

（エクオール産生菌）

Eggerthella lenta

（エクオール産生菌）

0.038% -

0.038% 0.029%

0.114% 0.052%

0.036% 0.005%

0.005%

- -

0.008%

平均値 あなた
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0.349%

-

-

-

-

-

-

Klebsiellapneumoniae

パラインフルエンザ菌

0.008%

0.106%

0.131%

0.187%

0.261%

0.166%

0.002%

アメリカ人を対象とした研究で関節リウマチ患者で豊富に検出されることが

分かっています。しかし、健康的な日本人にも一定の割合で存在するため、

コプリ菌の存在により必ず関節リウマチになるわけではありません。

食中毒を引き起こす細菌として知られています。ホスホリパーゼやエンテロ

トキシンなど嘔吐誘発性の毒素を産生します。

引き起こされる食中毒には「嘔吐型」と「下痢型」が存在することが知られ

ています。

多数の毒素遺伝子を有し、免疫力の低下によって感染症を引き起こす代表的

な細菌として知られています。

腸管だけでなく呼吸器や耳、皮膚、尿路など様々な部位で感染症を引き起こ

すことが知られています。

サルモネラ菌は、毎年13億もの感染による症例が世界で報告されています。

口から腸内に侵入し腸炎、下痢などを引き起こすとされています。

皮膚や咽頭、腸内に生息していることが知られています。免疫力が低下する

と特に呼吸器系の感染症を引き起こし、抗生物質耐性を持つ菌種がいること

がわかっています。

パラインフルエンザ菌は通常は病原性を示さないと考えられていますが、近

年、呼吸器系や菌血症、心内膜炎、胆道感染症など様々な感染症に関連する

ことが報告されています。

食中毒を引き起こす代表的な細菌で、室温で放置された食品などで増殖し食

中毒を引き起こすことがあります。この菌によって産生されるエンテロトキ

シンという毒素が下痢や嘔吐の原因と考えられています。

ウェルシュ菌

Clostridium perfringens

ニューモニエ菌

緑膿菌

菌種名

Pseudomonas aeruginosa

サルモネラ菌

Bacillus cereus

コプリ菌

Prevotella copri

セレウス菌

Haemophilusparainfluenzae

Salmonella

平均値 あなた説明
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-

-

-

0.0003%

0.007%

0.001%

-

-

Clostridium sordellii

ヌクリータム菌は大腸に腫ようがある患者の腸内に豊富に存在することが知

られています。最新の研究で、ヌクリータム菌は腸管細胞に侵入し、腸内の

腫よう形成を促進する可能性が報告されています。

腸内だけではなく口腔内や気道に常在していることが知られています。菌血

症や心内膜炎、髄膜炎などの感染症との関連が報告されています。

菌血症、敗血症、心内膜炎、トキシックショック症候群など様々な感染症を

引き起こすことが知られています。抗生物質耐性を獲得していることが問題

視されています。

コレステロールをソルデリー菌などのデオキシコール酸(DCA)産生菌が分解

することでDCAが作られます。DCAは肝臓の腫よう形成に関連すると考えら

れており、高脂肪食を食べ続けることでDCA産生菌が腸内で増殖し、腸内の

DCA量が増加することが報告されています。

ムシラギノサ菌

Rothia mucilaginosa

黄色ブドウ球菌

Staphylococcus aureus

ソルデリー菌

ヌクリータム菌

Fusobacterium nucleatum

菌種名 説明 平均値 あなた
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リスクスコア解析項目

お肌の健康

不安

シェーグレン症候群

過敏性腸症候群

肥満

内向性

ネガティブ思考

潰瘍性大腸炎

アトピー性皮膚炎

ベーチェット病

ストレス耐性

関節リウマチ

リスク判定まとめレポート

リスク平均

このアルゴリズムでは、自分のフローラ環境が平均よりも悪玉菌量＞善玉菌量

になっているかどうかをリスクスコアと表しています。一般的なリスク比とは

異なる意味である点にご注意くださいませ。

※NA：該当データ無し
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ネガティブ思考リスクは低い状態です。

＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

食物繊維(海藻、こんにゃく、納豆、野菜、きのこ)

ビフィズス菌(豆乳ヨーグルト)

オリゴ糖(玉ねぎ、ゴボウ、白ネギ、アスパラガス)

DHA/EPA(サンマ、サバ、マグロ、イワシ)

亜鉛(牡蠣、牛肉、蟹、タラコ)

リスクを減らすためにおすすめの乳酸菌

ビフィズス菌

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 です。0

9.60500

2.98200

0.00000 0.01200 0.00000
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

good good good bad bad

genus genus genus family family

Faecalibacterium Coprococcus Dialister Enterobacteriaceae Alistipes

菌
割

合
（

％
）

ネガティブ思考に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

ネガティブ思考に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

ネガティブ思考に関する検査結果

一般平均
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0 です。

潰瘍性大腸炎リスクは低い状態です。

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中

＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

フェカリス(菌豆乳ヨーグルト、キムチ)

水溶性食物繊維海藻(こんにゃく)

摂りすぎ注意主な食品(カフェインコーヒー、コーラ、抹茶、紅茶)

動物性脂肪肉類(バター、卵)

14.58900

0.61800 0.83800

4.61800

0.00000 0.39100
2.71600

0.00100 0.50400

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0

good good good good good good bad bad bad

genus genus genus species species species phylum genus species

Bifidobacterium Roseburia Sutterella prausnitzii leptum coccoides Proteobacteria Fusobacterium gnavus

菌
割

合
（

％
）

潰瘍性大腸炎に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

潰瘍性大腸炎に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

潰瘍性大腸炎に関する検査結果

一般平均
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です。

＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

オリゴ糖((玉ねぎ、ゴボウ、白ネギ、アスパラガス)

水溶性食物繊維海藻(こんにゃく)

腸管内発酵食品(豆類、いも類、かぼちゃ、栗)

有機酸(パイナップル、イチゴ、りんご、牛乳)

リスクを減らすためにおすすめの乳酸菌

アシドフィルス菌

過敏性腸症候群リスクはやや低い状態です。

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 2

0.35200

28.63200

1.34200 0.71300 0.00700

14.58900

0.27300
4.61800

15.24800

7.89900 6.17400

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

good good good good good good good good bad bad bad

family family class genus genus genus genus species family genus genus

Erysipelotrichaceae Ruminococcaceae Methanobacteria Prevotella Catenibacterium Bifidobacterium Lactobacillus prausnitzii Lachnospiraceae Blautia Bacteroides

菌
割

合
（

％
）

過敏性腸症候群に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

過敏性腸症候群に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

過敏性腸症候群に関する検査結果

一般平均
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肥満リスクは低い状態です。

＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

・L-カルニチン（牛肉、羊肉）

・ビタミンB1（にんにく、豚肉、玄米、大豆）

・コエンザイムQ10（イワシ、サバ、豚肉、牛肉）

・食物繊維（海藻、こんにゃく、納豆、野菜、きのこ）

リスクを減らすためにおすすめの乳酸菌

・ビフィズス菌、フェカリス菌

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 1 です。

14.58900

0.01300 0.00000

4.61800

0.00200 0.00000 0.00000
0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0
16.0

good good good good good good bad

genus genus species species species family species

Bifidobacterium Akkermansia plantarum prausnitzii fragilis Rikenellaceae reuteri

菌
割

合
（

％
）

肥満に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

肥満に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

肥満に関する検査結果

一般平均
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＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

乳酸菌（豆乳ヨーグルト、味噌、漬物）

リスクを減らすためにおすすめの乳酸菌

βグルカン（マイタケ、シイタケ、エリンギ、なめこ）

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 10 です。

お肌の健康リスクは高い状態です。

0.45500 0.45500

6.96800

0.01200 0.00100
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0

good good bad bad bad

species species family family family

ovatus ovatus Coriobacteriaceae Enterobacteriaceae Fusobacteriaceae

菌
割

合
（

％
）

お肌の健康に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

お肌の健康に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

お肌の健康に関する検査結果

一般平均
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現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 1 です。

不安リスクは低い状態です。

＜食生活に関するアドバイス＞

アシドフィルス菌（豆乳ヨーグルト）

おすすめの乳酸菌

アシドフィルス菌

9.60500

0.71200 0.83800
0.00100 0.50400

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

good good good bad bad

genus genus genus genus species

Faecalibacterium Lachnospira Sutterella Fusobacterium gnavus

菌
割

合
（

％
）

不安に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

不安に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

不安に関する検査結果

一般平均
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＜食生活に関するアドバイス＞

リスクを減らすためにおすすめの食品

食物繊維(海藻、こんにゃく、納豆、野菜、きのこ)

ビフィズス菌(豆乳ヨーグルト)

オリゴ糖(玉ねぎ、ゴボウ、白ネギ、アスパラガス)

カルシウム(イワシ、豆乳ヨーグルト、シラス)

マグネシウム(アーモンド、納豆、ココア、蕎麦)

ビタミンB6(ニンニク、ピスタチオ、ひまわりの種、落花生)

おすすめの乳酸菌

ビフィズス菌、フェカリス菌、アシドフィルス菌

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 5 です。

ストレス耐性リスクは平均的な状態です。

1.99600

0.00000 0.00700 0.00300
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

good good good good

species species species species

longum helveticus casei rhamnosus

菌
割

合
（

％
）

ストレス耐性に関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

ストレス耐性に関わる悪玉菌・善玉菌の比率

ストレス耐性に関する検査結果

一般平均
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0 です。現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中

関節リウマチリスクは低い状態です。

0.00000

9.60500

0.34900 0.00600 0.05700

6.33300

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

good good bad bad bad bad

genus genus species species species species

Haemophilus Faecalibacterium copri salivarius Eggerthella Collinsella

菌
割

合
（

％
）

関節リウマチに関わる腸内細菌数の詳細

0 2 4 6 8 10

善玉菌

悪玉菌

関節リウマチに関わる悪玉菌・善玉菌の比率

関節リウマチに関する検査結果

一般平均
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＜食生活に関するアドバイス＞

乳酸菌(豆乳ヨーグルト、味噌、漬物)

βグルカン(マイタケ、シイタケ、エリンギ、なめこ)

おすすめの乳酸菌

ビフィズス菌、アシドフィルス菌

です。現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 5

アトピー性皮膚炎リスクは平均的な状態です。
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ベーチェット病リスクは高い状態です。

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 10 です。
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シェーグレン症候群リスクは低い状態です。

現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 1 です。
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現在のあなたの腸内環境は、リスクスコアが１０段階中 1 です。

内向性リスクは低い状態です。
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